
「世界遺産をめざす“北の縄文”魅力発見フォトコンテスト」応募要項 

 

■はじめに 

北海道では、2021年夏に期待される「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界文化遺産登録に向け、

多くの方に縄文遺跡群の魅力を発見していただく機会として、道内の構成資産（遺跡）を対象とする

フォトコンテストを開催します。 

縄文文化は、自然との共生のもと、１万年以上にわたり日本列島に展開した世界的にも貴重な先

史文化で、道内にも、世界遺産をめざす 6 つの構成資産（遺跡）のほか、7000 以上にのぼる縄文遺

跡があります。 

 北海道の縄文文化の魅力や価値を広く発信するためのキャッチフレーズである「未来へつづく、

一万年ストーリー。」をテーマに、あなたが遺跡を訪れて見つけた自分なりのストーリーを感じる写

真を募集します。道内の構成資産の魅力を伝える写真であれば、どんな写真でも大歓迎です。 

 

■主催 

  北海道 

 

■共催 

  函館市教育委員会、千歳市教育委員会、伊達市教育委員会、洞爺湖町教育委員会 

 

■協賛 

  石屋製菓（株）、カルビー（株）、サッポロビール（株） 

（株）セコマ、雪印メグミルク（株）、（株）ローソン （五十音順） 

 

■応募について 

１ 応募資格 

  どなたでも応募できます。 

 

２ 応募期間 

  令和 3 年（2021 年） 5 月 1 日(土)～9 月 30 日(木) ※消印有効 

 

３ 撮影対象 

  対象は、世界遺産をめざす道内 6 つの構成資産に限ります。 

  ・大船遺跡（函館市）  ・垣ノ島遺跡（函館市） ・キウス周堤墓群（千歳市） 

  ・北黄金貝塚（伊達市） ・入江貝塚（洞爺湖町） ・高砂貝塚（洞爺湖町） 

  ※その他の遺跡や出土品（土器や土偶等）は対象外です。 

 

４ 募集テーマ 

  わたしが見つけた「“北の縄文”未来へつづく、一万年ストーリー。」 

  ※あなたが遺跡を訪れて見つけた自分なりのストーリーを感じる写真を募集します。 

道内の構成資産の魅力を伝える写真であれば、どんな写真でも大歓迎です。 

 

５ 応募方法 

  【一般部門】 

  ・Web 上応募フォーム（1回の応募につき 1ファイル、上限 10MB まで） 

・現像写真の送付 

【Instagram 部門】 

・Instagram で「# JomonHokkaido 」と「#（遺跡名）」をつけて投稿   



 

６ 応募規定 

【一般部門】 

①応募は、Web 上応募フォームまたは現像写真の送付により受け付けます。 

②お一人様何点でも応募できます。 

③応募はカラーの作品に限らせていただきます。 

④Web 上応募フォームから応募する際は、10MB 以内の圧縮されたデータをお送りください。 

 ※入賞された方には、入賞後に高解像度のデータをお送りいただきます。 

⑤現像写真を送付する際は、作品画像データの CD 又は DVD も一緒に送付してください。 

⑥現像写真を送付する際は、「応募票」の必要事項を漏れなく記入し、作品とともに送付してく  

ださい。また、作品の裏面に「作品票」を貼付けてください。 

※応募票及び作品票は、北海道庁の HP からダウンロードできます。 

（ http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/bns/jomon/photocontest.htm ） 

 ※貼付の際には天地確認をお願いします。 

⑦応募作品は配達記録の残る宅配便又はレターパック等で送付してください。 

   ※応募作品の送料は応募者負担となります。 

※送付中の事故等の責任は一切負いません。 

 

【Instagram 部門】  

①お一人様何点でも応募できます。 

②作品は「# JomonHokkaido 」と「#（遺跡名）」のハッシュタグを付けて Instagram に投稿し

てください。 

③応募はカラーの作品に限らせていただきます。 

④作品が入賞した際、投稿いただいたアカウントに通知します。連絡が取れない場合、入賞は無

効となりますのでご了承ください。 

  

７ 審査・通知 

 ・ご応募いただいた作品の中から、主催者が入賞作品を決定します。 

 ・入賞者には 11 月末日までに通知します。なお、Instagram 部門については、投稿いただいたア

カウントに通知します。 

 

８ 発表・表彰 

 ・発表は、11 月中を予定しています。 

・入賞者に通知するほか、北海道庁のホームページに掲載します。 

・発表にあたって、一般部門については、入賞者の氏名及び居住地域を、Instagram 部門につい

ては、アカウント名を公表します。個人情報は業務終了後に破棄します。 

 ・入賞者には、賞状と副賞を贈呈します。 

【一般部門】   

  ・大賞         １作品 副賞 商品券 3 万円、協賛社提供賞品（5,000 円相当） 

  ・各構成資産賞     ６作品 副賞 商品券 5,000 円、協賛社提供賞品（5,000 円相当） 

  ・優秀賞    各遺跡３作品 副賞 協賛社提供賞品（3,000 円相当） 

 

【Instagram 部門】 

  ・いいね！賞      １作品 副賞 商品券 5,000 円、協賛社提供賞品（5,000 円相当） 

 

 

 

 



 

９ 注意事項 

・撮影は各施設のルールを守って行ってください。違反行為が確認された場合は審査の対象外と

なります。各施設の注意事項は、北海道庁の HP に掲載していますのでご確認ください。 

・加筆や削除など画像の二次的加工は不可とします。 

 ・他のコンテスト等で発表していない、未発表作品でご応募ください。入選作品が既に発表されて

いるもの（Web 上で掲載されたものを含みます。）と同じ、或いは類似していること等が判明し

た場合には、入選を取り消すことがあります。 

・応募の規定に違反する応募作品は、審査の対象になりません。後日違反が判明した場合は、受賞

を取り消すことがあります。 

・第三者の著作権その他知的財産権やプライバシー権等の権利を侵さないものに限ります。第三

者から権利侵害、損害賠償等の主張がなされた場合、入選者は自己の責任と負担において解決

を図るものとし、主催者は一切の責任を負いません。 

・入賞作品は、北海道が主催・共催を行う展示会、印刷物、Web サイト、出版物及びテレビなど

に使用することがあります。その際、対価は発生致しませんのでご了承ください。また、写真の

使用権は北海道に帰属しますのでご了承ください。 

・入賞作品は、共催自治体において今後の広報や展示会に使用する場合があります。 

・上記の使用に際して、トリミングや修正・補正を行う場合があります。 

・賞状・副賞などの送付先は日本国内に限らせていただきます。ご了承ください。 

 ・応募により収集する個人情報は本事業の用途以外には使用しません。（法令等により開示を求め

られた場合はこの限りではありません。） 

 ・応募作品は返却しません。 

 

10 問い合わせ先・応募先 

  〒060-8588 札幌市中央区北 3 条西 6 丁目 

  北海道環境生活部文化局文化振興課縄文世界遺産推進室 

  電話：011-204-5168 

 

【参 考】 

《「北海道・北東北の縄文遺跡群」について》 

 北海道、青森県、岩手県及び秋田県は、世界遺産「白神山地」や「知床」など、美しく豊かな自然が今なお色

濃く残る、緑豊かなところです。この豊かな自然の恵みを受け、今から約 1 万 5 千年前に、私たちの祖先は、縄

文文化という素晴らしい文化を築きました。 

 日本最大級の縄文集落跡である特別史跡三内丸山遺跡(青森県青森市)や大規模な記念物である特別史跡大湯環状

列石(秋田県鹿角市)をはじめ、北海道から北東北に残る数多くの縄文遺跡が、その息吹を今に伝えています。 

縄文文化は、日本の歴史と文化の成り立ちを知る上で欠くことのできないものであるだけでなく、自然と人間が

共生し、約 1 万年もの長きにわたって営まれた、高度に発達・成熟した文化であり、世界史上稀有な先史時代の

文化であります。 

私たちは、これら縄文遺跡群が人類共通の宝として未来へ伝えていかなければならない貴重な文化遺産であると

の考えの下、4 道県並びに関係自治体が連携・協力して「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界遺産登録を目指

し取組を進めています。 

 

《構成資産及び関連資産》 

大船遺跡（函館市）、垣ノ島遺跡（函館市）、キウス周堤墓群（千歳市）、 

北黄金貝塚（伊達市）、入江貝塚（洞爺湖町）、高砂貝塚（洞爺湖町）、 

三内丸山遺跡（青森市）、小牧野遺跡（青森市）、大森勝山遺跡（弘前市）、 

是川石器時代遺跡（八戸市）、亀ヶ岡石器時代遺跡（つがる市）、 

田小屋野貝塚（つがる市）、大平山元遺跡（外ヶ浜町）、二ツ森貝塚（七戸町）、 

御所野遺跡（一戸町）、大湯環状列石（鹿角市）、伊勢堂岱遺跡（北秋田市） 

※関連資産･･･鷲ノ木遺跡（森町）、長七谷地貝塚（八戸市） 


